
―
財
政
運
営
に
つ
い
て
―

問

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
て

い
る
補
正
額
に
係
る
令
和
二
年

度
の
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の

予
算
上
の

累
計
額
は

約
六
十
一

億
円
と
な

っ

て

お

り
、
最
終

的
に
も
数

十
億
円
の

収
支
不
足

と
な
る
状

況

で

あ

り
、
中
長

期
財
政
収

支
見
込
み

で
も
、
令

和
九
年
度

ま
で
は
単

年
度
収
支

が
赤
字
と

な
っ
て
い

る
。
そ
う

し
た
中
、

令
和
三
年

度
予
算
編

成
方
針
で
は
、
市
内
経
済
対
策

を
含
む
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
や
市
民
生
活
の
安

全
安
心
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
注
力
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
多
大
で
あ
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
令
和
二
年

度
の
市
税
収
入
が
現
計
予
算
よ

り
約
三
十
億
円
減
収
と
予
測
さ

れ
る
が
、
来
年
度
の
予
算
編
成

に
つ
い
て
、
前
例
に
と
ら
わ
れ

な
い
施
策
の
徹
底
し
た
見
直
し

や
転
換
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
当
局
の
見
解
を
問
う
。

企
画
財
政
部
長

来
年
度
の
予

算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
固
定
観
念
に
執
着
す
る

こ
と
な
く
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、

新
し
い
生
活
様
式
を
見
据
え
、

施
策
の
見
直
し
や
、
手
法
の
転

換
を
進
め
、
市
民
の
利
便
性
を

高
め
つ
つ
業
務
の
効
率
化
を
図

り
、
財
政
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
。

―
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
つ
い

て
―

問

本
市
で
も
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

五
・
〇
時
代
を
見
据
え
て
、
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
、
略
し
て
Ｄ
Ｘ
を
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
と

は
、
Ｉ
Ｔ
の
浸
透
が
人
々
の
生

活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り
よ
い

方
向
に
変
化
さ
せ
る
と
い
う
概

念
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
新
し
い
生

活
は
、
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
本
市
の

動
き
に
拍
車
を
か
け
た
と
言
え

る
。
本
市
の
Ｄ
Ｘ
で
行
う
こ
と

と
し
て
、
住
民
の
利
便
性
の
向

上
、
行
政
運
営
の
効
率
化
の
二

点
を
挙
げ
て
お
り
、
令
和
三
年

度
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
、
汎
用
電
子
申
請
シ
ス
テ

ム
の
基
盤
整
備
な
ど
を
挙
げ
て

い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
実

現
し
て
い
く
の
か
。

企
画
財
政
部
長

令
和
三
年
度

に
、
当
該
業
務
に
係
る
各
所
属

の
実
態
を
把
握
し
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
戸
籍

や
住
民
票
に
係
る
手
続
な
ど
、

申
請
件
数
が
多
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
現
時
点
で
オ
ン
ラ
イ
ン

化
が
困
難
な
手
続
の
阻
害
要
件

を
整
理
し
、
順
次
、
住
民
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
Ｄ
Ｘ
の
実
現
を
図

る
。

―
教
育
費
に
つ
い
て
―

問

学
力
向
上
に
向
け
た
施
策

や
そ
の
取
り
組
み
の
結
果
が
、

住
み
た
い
町
と
し
て
選
ば
れ
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

二
〇
一
九
年
度
、
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
平
均
回
答
率
を

見
る
と
、
全
国
平
均
が
一
〇
〇

％
と
す
る
と
、
本
市
の
小
学
校

は
九
十
％
、
中
学
校
は
九
十
二

％
で
あ
る
。
子
育
て
環
境
を
語

る
と
き
、
必
ず
つ
い
て
回
る
の

が
学
力
で
あ
り
、
大
阪
府
に
お

い
て
も
、
子
育
て
世
代
に
人
気

の
あ
る
地
域
は
、
ほ
ぼ
全
国
レ

ベ
ル
を
上
回
っ
て
お
り
、
本
市

の
中
で
も
人
気
の
あ
る
地
域
は
、

比
較
的
学
力
が
高
い
と
仄
聞
し

て
い
る
。
子
育
て
環
境
の
よ
し

あ
し
は
、
こ
の
学
力
問
題
が
大

き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
が
、
残

念
な
が
ら
本
市
の
学
力
は
、
全

国
平
均
は
お
ろ
か
、
大
阪
府
の

平
均
も
常
に
下
回
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
市
の

予
算
に
お
け
る
教
育
費
の
比
率

は
、
大
阪
府
下
で
常
に
下
位
に

位
置
し
て
い
る
が
、
学
力
向
上

の
た
め
に
、
教
育
費
を
増
額
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
教
育

現
場
に
お
い
て
も
大
き
な
変
革

期
を
迎
え
て
お
り
、
予
算
執
行

や
配
分
に
つ
い
て
も
十
分
な
検

討
や
見
直
し
を
含
め
行
う
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
さ

ら
な
る
教
育
の
充
実
を
図
る
た

め
、
教
育
費
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

これまで以上の支援策が求められている

―
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
抜
本
拡
充

に
つ
い
て
―

問

感
染
防
止
の
た
め
「
検
査

・
保
護
・
追
跡
」
の
抜
本
的
強

化
が
必
要
で
あ
る
。
感
染
ス
ポ

ッ
ト
や
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
源
で

は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
対
象
を
広
げ
、

面
的
な
検
査
を
し
、
感
染
防
止

を
図
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

健
康
部
長

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

時
は
入
所
者
や
従
事
者
全
員
に

原
則
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

必
要
な
検
査
を
実
施
し
て
い
く
。

―
交
通
移
動
支
援
の
仕
組
み

構
築
に
つ
い
て
―

問

単
一
の
交
通
移
動
の
仕
組

み
で
は
赤
字
で
も
、
医
療
や
介

護
、
経
済
の
効
果
に
つ
な
が
れ

ば
財
政
上
プ
ラ
ス
と
な
る
ク
ロ

ス
セ
ク
タ
ー
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

の
考
え
に
立
ち
、
有
効
な
公
費

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

大

阪

維

新

の

会

代
表
質
問

森
脇

啓
司

個
人
質
問

森
田

典
博

日

本

共

産

党

代
表
質
問

個
人
質
問

塩
田

清
人

嶋
倉
久
美
子

三
面
か
ら
六
面
の
内
容
は

各
会
派
が
責
任
を
も
っ
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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（
本
会
議
の

質
問
な
ど

）

命
と
健
康
、
暮
ら
し
守
る
コ
ロ
ナ
対
策
の
強
化
を
!

利
便
性
と
低
額
の
交
通
移
動
支
援
の
仕
組
み
が
必
要

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
!
聖
域
な
き
予
算
編
成
を
せ
よ
!

住
み
た
い
町
Ｎ
ｏ
１
に
向
け
て
教
育
費
を
増
額
せ
よ
!

令和３年２月１５日東 大 阪 市 議 会 だ よ り第２０９号（３）


